
アンケート調査の結果（速報値）について

1 対象者および全体回答数等

2 調査期間

(1) 1～4

令和 6 年 9 月 9 日～令和 6 年 10 月 4 日

(2) 5

令和 6 年 9 月 18 日～令和 6 年 10 月 3 日

(3) 6・7

令和 6 年 9 月 17 日～令和 6 年 10 月 3 日

3 調査方法

(1) 1～5

ＱＲコード入りのチラシを学校および保育園等経由にて配布し、インターネット上の入力フォームによる回答

(2) 6・7

住民基本台帳から抽出した対象へ郵送によりＱＲコード入りのチラシを配布し、インターネット上の入力フォームにて回答

No. 対象者 人数 回答数 回答割合

1 青梅市立学校に通う小学校６年生 897 655 73.0%

2 青梅市立学校に通う小学校６年生の保護者 897 156 17.4%

3 青梅市立学校に通う中学校３年生 947 507 53.5%

4 青梅市立学校に通う中学校３年生の保護者 947 133 14.0%

5 青梅市内保育園等に通う未就学児の保護者 654 140 21.4%

6 青梅市内在住の１７歳 1169 197 16.9%

7 青梅市内在住の１８歳以上無作為抽出 998 177 17.7%

合計 6508 1965 30.2%

資料 2
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4 アンケート結果

（1） 青梅市内の市立学校に通う小学校６年生

ア Q3.あなたが現在通っている小学校について、１学年あたりの児童数をどう思います

か。

イ Q4.Q3 で「もっと多いほうがいい」を選んだ方にお聞きします。「もっと多いほうがい

い」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを３つまでお選びください。）

 もっと多いほう

がいい

100

15.3%

 ちょうどいい

520

79.4%

 もっと少ないほうがい

い

35

5.3%

63

15

33

17

23

62

11

 たくさんのクラスメイト、同級生、上級生、下級生が欲しいか
ら

 もっとたくさんの先生とお話をしたり、教えてもらったりした
いから

 いろいろなグループで活動したいから

 クラス替えがしたいから

 もっとたくさんの種類からクラブ活動などを選びたいから

 運動会などの行事をたくさんの人数でやりたいから

 その他

ウ Q5.Q3 で「もっと少ないほうがいい」を選んだ方にお聞きします。「もっと少ないほう

がいい」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを３つまでお選びください。）

エ Q6.今後、学校生活でやってみたいことはありますか。 （最も当てはまるものを３つ

までお選びください。）

179

133

271

141

264

149

121

94

73

172

 プログラミング教育や最先端（さいせんたん）技術を学ぶこ

と

 英語にもっと力を入れて学習すること

 スポーツにもっと力を入れて学習すること

 美術・音楽等芸術をもっと力を入れて学習すること

 クラブ活動・部活動にもっと積極的に取り組むこと

 小学校と中学校で一緒に様々な体験や学習をすること

 違う学年の子と一緒に様々な体験や学習をすること

 他の学校の子と一緒に様々な体験や学習をすること

 地域（ちいき）の方々と一緒に様々な体験や学習をすること

 学級の仲間と一緒に行うグループ学習

10

9

11

12

5

18

14

 少人数のクラスメイト、同級生、上級生、下級生と一緒にいた
いから

 先生ともっと相談や話をする機会が欲しいから

 もっと自分の好きなことや自分の好きな役割（やくわり）をし

たいから

 同じクラスメイトで卒業まで過ごしたいから

 もっとたくさん発言をしたり、リーダー的な役割（やくわり）
をしたいから

 校庭や体育館などの施設（しせつ）を広く使いたいから

 その他
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(2) 青梅市内の市立学校に通う小学６年生の保護者

ア Q3.お子さんが通う学校に力を入れてほしい教育内容をお聞かせください。（最も当

てはまるものを 3 つまでお選びください。）

イ Q4.学校施設に期待することをお聞かせください。 （最も当てはまるものを３つま

でお選びください。）

65

104

46

85

85

20

28

7

8

 創造性豊かな学力を身に付けさせること

 自他を大切にする豊かな人間性を養うこと

 充実した生活の土台となる健やかな身体を養うこと

 何事にも主体的に取り組む自主・自立の精神を養うこと

 友情をはぐくみ、協力して課題に取り組む力を育てること

 平和で幸せな社会の形成に寄与する精神と態度を養うこと

 生命を尊び、自然や生活環境を大切にする態度を養うこと

 伝統と文化を尊重し、育ってきた地域や我が国を愛する態

度を養うこと

 国際社会の平和と発展に寄与する態度を育てること

148

16

52

70

48

16

9

 こどもたちが教育を受ける場として充実した施設であるこ

と

 市や地域の歴史、文化の一部であり中核的な存在であるこ

と

 地域とこどもたちとの交流ができる場であること

 避難所など、地域の防災拠点であること

 運動場や体育館などの機能が地域に開放される施設である

こと

 地域のつながり、地域コミュニティの拠点であること

 地域のイベント等の会場の場であること

ウ Q5.お子さんが通っている学年は何学級ですか。

エ お子さんが通っている学校の 1 学年の学級数に満足していますか。

 １学級

20

12.8%

 ２学級
73

46.8%

 ３学級

11
7.1%

 ４学級

52
33.3%

 満足している
61

39.1%

 どちらかというと満足

している

51

32.7%

 どちらかというと不満

である

31
19.9%

 不満である

13
8.3%
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オ Q7.Q6 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお聞

きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何で

すか。（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

カ Q8.Q6 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞きし

ます。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

23

2

5

3

0

3

3

15

3

5

9

2

 児童一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受ける

ことができない
 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができな

い
 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことがで

きない

 保護者と学校の連携がとりにくい

 地域の協力が得られにくいため、郷土の教育資源を生かした

教育活動が展開しにくい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくい

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにくい

 クラス替えができず、様々な人間関係を構築できない

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

 学校の教職員数が少なく、多くの視点から教育が受けること

ができない
 クラブ活動などの集団活動や運動会などの行事に活気が出

ない

 その他

54

36

20

5

0

31

23

21

2

2

6

 生徒一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受けら

れる

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

 保護者と学校の連携がとりやすい

 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を生かした

教育活動が展開しやすい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすい

 様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすい

 クラス替えができ様々な人間関係を構築できる

 競争意識を持ちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやすい

 学校の教職員数が多く、多くの視点から教育が受けられる

 クラブ活動などの集団活動や運動会などの行事に活気がで

る

キ Q9.お子さんが通っている学級の生徒数は何人ですか。

ク Q10.お子さんが通っている学校の１学級のこどもの数に満足していますか。

 10人未満

3

1.9%

 10～19人

5

3.2%

 20～29人
58

37.2%

 30～39人

90

57.7%

 満足している

47

30.1%

 どちらかというと満足

している

61
39.1%

 どちらかというと不満

である

31
19.9%

 不満である
17

10.9%
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ケ Q11.Q10 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお

聞きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何

ですか。 （最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

コ Q12.Q10 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞

きします。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

36

4

10

9

6

4

3

2

5

 児童一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受ける

ことができない

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができな
い

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことがで

きない

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が少ない

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにくい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくい

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

 男女比の偏りが生じる

 その他

61

29

11

23

26

29

2

6

2

 児童一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け

られる

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が多くなる

 様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすい

 競争意識を持ちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやすい

 男女比の偏りが生じにくい

 その他

サ Q13.１学年１学級が見込まれる学校などについては、統合するなどの小規模校対策

は必要だと思いますか。

シ Q14.Q13「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。「必要」

または「どちらかというと必要」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを２つ

までお選びください。）

 必要

33

21.2%

 どちらかというと必要

68

43.6%

 どちらかというと不要

37
23.7%

 不要

18

11.5%

70

31

11

8

21

34

13

1

 クラス替えができず人間関係が固定化する

 クラブ活動などの集団活動や運動会などの行事に制限が出
る

 学校の教職員数が少なくなる

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

 コミュニケーション能力を身に付けにくい

 多様な意見や考えに触れる場面が少なくなる

 PTA活動等で、保護者の負担が大きい

 その他
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ス Q15.Q13 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。小規

模校対策として、どのような状況になったら、学校の統合を検討する必要があると思い

ますか。(小学校を想定してお答えください） （考えに近いものを１つお選びください。）

セ Q16.Q13 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。学校

の統合を検討する場合に重視すべきことは何だと思いますか。 （最も当てはまるものを

２つまでお選びください。）

 １１学級以下の（学校全
体で１学年でも単学級

の学年がある）場合は、

学校の統合を検討した

方がよい
19

20.7%

 ６学級の（全学年が単

学級）場合は、学校の統

合を検討した方よい

40
43%

 複式学級が見込まれる

場合は学校の統合を検
討した方がよい

31

33.7%

 その他

2

2.2%

56

80

17

33

2

1

 学級数・児童数

 通学距離・時間・方法

 学校施設・設備

 保護者の意向

 地域住民の意向

 地域間の交流状況

ソ Q17.Q13 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。例え

ば学校が統合されて通学距離が長くなり、徒歩で通学することが難しい場合にどのよう

な通学手段が必要だと思いますか。 （必要だと思うものをすべて選択してください）

タ Q18.Q13 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。通学

（片道）にかかる時間の許容範囲についてどのように思いますか。 （問 16 で選択した通

学手段および徒歩での通学状況にてお答えください。）

5

80

5

2

6

 自転車

 スクールバス

 公共バス

 電車　

 保護者の車での送迎

 ３０分程度以内

79

76.7%

 ４５分程度以内

19
18.4%

 １時間程度以内

3

2.9%

 通学時間はこだわらな

い

2

1.9%
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チ Q19.Q13で「どちらかといえば不要」または「不要」を選んだ方にお聞きします。「どち

らかといえば不要」または「不要」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを２

つまでお選びください。）

ツ Q20.Q13 で「どちらかといえば不要」を選んだ方にお聞きします。どのような状況に

なったら、小規模校対策を検討する必要があると思いますか。(小学校を想定してお答え

ください） （考えに近いものを１つお選びください。）

44

19

12

4

7

3

8

 児童一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受けら

れる

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が多くなる

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

 保護者と学校の連携がとりやすい

 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を生かし
た教育活動が展開しやすい

 その他

 １１学級以下の（学校全

体で１学年でも単学級

の学年がある）場合は、

学校の統合を検討した
方がよい

3

6.8%

 ６学級の（全学年が単

学級）場合は、学校の統

合を検討した方よい

3

7%

 複式学級が見込まれる

場合は学校の統合を検

討した方がよい

20

45.5%

 人数によらず不要

18
40.9%

テ Q21.小規模校として存続する場合に必要な取組は何だと思いますか。 （最も当ては

まるものを２つまでお選びください。）

ト Q22．Q21 で「特色ある学校づくり」または「特認校制度」を選んだ方にお聞きします。

どのような特色を作ったり、特認校制度の充実・拡大をした方がよいと思いますか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

48

80

44

42

12

 特色ある学校づくり

 特認校制度の充実・拡大

 通学区域の見直し

 他校との合同授業・合同部活動等の充実

 地域の協力を得て、「地域で育てる」教育を図る

19

37

13

6

10

15

5

53

12

7

14

2

 ICT教育 

 英語教育

 スポーツ教育

 美術・音楽等の芸術教育

 理数教育

 心の教育　

 クラブ活動・部活動

 体験を重視した多様性を伸ばす教育

 特別支援教育

 地域と連携した教育

 小中一貫教育学校　

 他の公共機関（市民センター等）との複合化施設
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ナ Q23.お子さんが現在の学区の中学校に通うに当たり、学校規模や施設面等で懸念す

る点はありますか。

二 Q24.Q23 で「ある」「どちらかといえばある」を選んだ方にお聞きします。どのような

点が気になりますか。 （当てはまるものを全てお選びください。）

 ある

40
25.6%

 どちらかといえばある

35
22.4%

 どちらかといえばない

48

30.8%

 ない

33

21.2%

36

17

24

42

4

 学級数・生徒数

通学距離・時間・方法

 学校施設・設備　

 部活動・行事 

 地域との関わり方

ヌ Q25．お子さんを中学校から私立中学校等に入学させることを検討されていますか。

ネ Q26.Q25 で「検討している」を選んだ方にお聞きします。お子さんを私立中学校等に

入学させることを検討する際に重視していることは何ですか。 （当てはまるものをすべ

てお選びください。）

 検討している

23
14.7%

 検討していない

133
85.3%

6

11

10

15

17

 学級数・生徒数

 通学距離・時間・方法

 学校施設・設備

 部活動・行事

 私立中学校等の教育　 
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（3） 青梅市内の市立中学校に通う中学３年生

ア Q3.あなたが現在通っている中学校について、１学年あたりの生徒数をどう思います

か。

イ Q4.Q3 で「もっと多いほうがいい」を選んだ方にお聞きします。「もっと多いほうがい

い」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを３つまでお選びください。）

 もっと多いほうがいい

84
16.6%

 ちょうどいい

399

79%

 もっと少ないほうがいい

24

5%

65

15

24

16

20

62

2

 たくさんのクラスメイト、同級生、先輩、後輩が欲しいから

 もっとたくさんの先生とお話をしたり、教えてもらったりした

いから

 いろいろなグループで活動したいから

 クラス替えがしたいから

 もっとたくさんの種類から部活動などを選びたいから

 運動会などの行事をたくさんの人数でやりたいから

 その他

ウ Q5.Q3 で「もっと少ないほうがいい」を選んだ方にお聞きします。「もっと少ないほう

がいい」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを３つまでお選びください。）

エ Q6.今後、学校生活でやってみたいことはありますか。 （最も当てはまるものを３つま

でお選びください。）

137

122

185

95

156

74

129

112

40

161

 プログラミング教育や最先端技術を学ぶこと

 英語にもっと力を入れて学習すること

 スポーツにもっと力を入れて学習すること

 美術・音楽等芸術をもっと力を入れて学習すること

 クラブ活動・部活動にもっと積極的に取り組むこと

 小学校と中学校で一緒に様々な体験や学習をすること

 違う学年の子と一緒に様々な体験や学習をすること

 他の学校の子と一緒に様々な体験や学習をすること

 地域の方々と一緒に様々な体験や学習をすること

 学級の仲間と一緒に行うグループ学習

13

12

5

5

5

10

6

 少人数のクラスメイト、同級生、先輩、後輩と一緒にいたいか
ら

 先生ともっと相談や話をする機会が欲しいから

 もっと自分の好きなことや自分の好きな役割をしたいから

 同じクラスメイトで卒業まで過ごしたいから

 もっとたくさん発言をしたり、リーダー的な役割をしたいから

 校庭や体育館などの施設を広く使いたいから

 その他
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(4) 青梅市内の市立学校に通う中学３年生の保護者

ア Q3.お子さんが通う学校に力を入れてほしい教育内容をお聞かせください。 （最も当

てはまるものを 3 つまでお選びください。）

イ Q4.学校施設に期待することをお聞かせください。 （最も当てはまるものを３つまで

お選びください。）

50

85

36

74

52

15

34

10

14

 創造性豊かな学力を身に付けさせること

 自他を大切にする豊かな人間性を養うこと

 充実した生活の土台となる健やかな身体を養うこと

 何事にも主体的に取り組む自主・自立の精神を養うこと

 友情をはぐくみ、協力して課題に取り組む力を育てること

 平和で幸せな社会の形成に寄与する精神と態度を養うこと

 生命を尊び、自然や生活環境を大切にする態度を養うこと

 伝統と文化を尊重し、育ってきた地域や我が国を愛する態

度を養うこと

 国際社会の平和と発展に寄与する態度を育てること

124

24

44

63

35

23

5

 こどもたちが教育を受ける場として充実した施設であるこ

と

 市や地域の歴史、文化の一部であり中核的な存在であるこ

と

 地域とこどもたちとの交流ができる場であること

 避難所など、地域の防災拠点であること

 運動場や体育館などの機能が地域に開放される施設である

こと

 地域のつながり、地域コミュニティの拠点であること

 地域のイベント等の会場の場であること

ウ Q5.お子さんが通っている学年は何学級ですか。

エ Q6.お子さんが通っている学校の 1 学年の学級数に満足していますか。

 １学級

15

11.3%

 ２学級

26
19.5%

 ３学級

43

32.3%

 ４学級

37

27.8%

 ５学級

12

9.0%

 満足している

48

36.1%

 どちらかというと満足

している
53

39.8%

 どちらかというと

不満である

21

15.8%

 不満である
11

8.3%
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オ Q7.Q6 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお聞

きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何で

すか。 （最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

カ Q8.Q6 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞きし

ます。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

21

0

5

0

0

6

2

4

3

9

3

5

 生徒一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受ける
ことができない

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができな

い
 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことがで

きない

 保護者と学校の連携がとりにくい

 地域の協力が得られにくいため、郷土の教育資源を生かした

教育活動が展開しにくい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくい

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにくい

 クラス替えができず、様々な人間関係を構築できない

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

 学校の教職員数が少なく、多くの視点から教育が受けること

ができない

 部活動などの集団活動や運動会などの行事に活気が出ない

 その他

38

23

15

8

2

28

20

25

5

4

14

 生徒一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け

られる

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

 保護者と学校の連携がとりやすい

 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を生かし

た教育活動が展開しやすい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすい

 様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすい

 クラス替えができ様々な人間関係を構築できる

 競争意識をもちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやすい

 学校の教職員数が多く、多くの視点から教育が受けられる

 部活動などの集団活動や運動会などの行事に活気がでる

キ Q9.お子さんが通っている学級の生徒数は何人ですか。

ク Q10.お子さんが通っている学校の１学級の子どもの数に満足していますか。

10人未満

0

0.0%

10～19人

16

12.0% 20～29人

16

12%

30～39人

73

54.9%

40人以上

28
21.1%

 満足している

38

28.6%

 どちらかというと満足

している

47

35.3%

 どちらかというと不満

である
33

24.8%

 不満である

15

11.3%
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ケ Q11.Q10 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお

聞きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何

ですか。 （最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

コ Q12.Q10 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞き

します。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

36

1

11

6

6

5

6

3

9

 生徒一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受ける

ことができない

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができな
い

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことがで

きない

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が少ない

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにくい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくい

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

 男女比の偏りが生じる

 その他

36

27

13

15

25

23

4

8

 生徒一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け
られる

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が多くなる

 様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすい

 競争意識を持ちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやすい

 男女比の偏りが生じにくい

サ Q13.１学年１学級が見込まれる学校などについては、統合するなどの小規模校対策は

必要だと思いますか。

シ Q14.Q13「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。「必要」

または「どちらかというと必要」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを２つ

までお選びください。）

 必要

25
18.8%

 どちらかというと必要
57

42.9%

 どちらかというと不要
32

24.1%

 不要

19

14.3%

50

43

7

11

4

28

7

 クラス替えができず人間関係が固定化する

 部活動などの集団活動や運動会などの行事に制限が出る

 学校の教職員数が少なくなる

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

 コミュニケーション能力を身に付けにくい

 多様な意見や考えに触れる場面が少なくなる

 PTA活動等で、保護者の負担が大きい
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ス Q15.Q13 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。 小

規模校対策として、どのような状況になったら、学校の統合を検討する必要があると思

いますか。(中学校を想定してお答えください） （考えに近いものを１つお選びくださ

い。）

セ Q16.Q13 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。学校

の統合を検討する場合に重視すべきことは何だと思いますか。 （最も当てはまるものを

２つまでお選びください。）

 5学級以下の（学校全

体で１学年でも単学級

の学年がある）場合は、

学校の統合を検討した

方がよい

8

11%

 3学級の（全学年が単

学級）場合は、学校の統

合を検討した方よい

31

42%

 複式学級が見込まれる

場合は学校の統合を検
討した方がよい

33

44.6%

 その他

2

2.7%

39

58

19

21

2

3

 学級数・生徒数

 通学距離・時間・方法

 学校施設・設備

 保護者の意向

 地域住民の意向

 地域間の交流状況

ソ Q17.Q13 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。例え

ば学校が統合されて通学距離が長くなり、徒歩で通学することが難しい場合にどのよう

な通学手段が必要だと思いますか。 （必要だと思うものをすべて選択してください）

タ Q18.Q13 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお尋ねします。通学

（片道）にかかる時間の許容範囲についてどのように思いますか。 （Q16 で選択した通

学手段および徒歩での通学状況にてお答えください。）

48

64

34

23

22

 自転車

 スクールバス

 公共バス

 電車　

 保護者の車での送迎

 ３０分程度以内 

41

51% ４５分程度以内

26

33%

 １時間程度以内 　

12

15%

 通学時間はこだわらない

1

1%
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チ Q19.Q13で「どちらかといえば不要」または「不要」を選んだ方にお聞きします。「どち

らかといえば不要」または「不要」を理由は何ですか。 （最も当てはまるものを２つまで

お選びください。）

ツ Q20.Q13 で「どちらかといえば不要」を選んだ方にお聞きします。 小規模校対策（例

えば学校の統合）は不要だと思われていますが、どのような状況になったら、小規模校

対策を検討する必要があると思いますか。

38

16

10

5

15

5

8

 生徒一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受けら

れる

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が多くなる

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

 保護者と学校の連携がとりやすい

 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を生かした

教育活動が展開しやすい

 その他

 5学級以下の（学校全

体で１学年でも単学級

の学年がある）場合は、

学校の統合を検討した
方がよい

2
4.3%

 3学級の（全学年が単

学級）場合は、学校の統

合を検討した方よい

8

17%
 複式学級が見込まれる

場合は学校の統合を検

討した方がよい
20

43.5%

 人数によらず不要

14
30.4%

 その他

2

4.3%

テ Q21.小規模校として存続する場合に必要な取組は何だと思いますか。 （最も当ては

まるものを２つまでお選びください。）

ト Q22．Q21 で「特色ある学校づくり」または「特認校制度」を選んだ方にお聞きします。

どのような特色を作ったり、特認校制度の充実・拡大をした方がよいと思いますか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

44

57

43

44

10

 特色ある学校づくり

 特認校制度の充実・拡大

 通学区域の見直し

 他校との合同授業・合同部活動等の充実

 地域の協力を得て、「地域で育てる」教育を図る

21

28

4

7

4

20

12

27

10

4

13

3

ICT教育

 英語教育

 スポーツ教育

 美術・音楽等の芸術教育

 理数教育

 心の教育　

 クラブ活動・部活動

 体験を重視した多様性を伸ばす教育

 特別支援教育

 地域と連携した教育

 小中一貫教育学校　

他の公共機関（市民センター等）との複合化施設
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ナ Q23.お子さんが現在の学区の中学校に通うに当たり、学校規模や施設面等で懸念す

る点はありましたか。

ニ Q24.Q23 で「ある」「どちらかといえばある」を選んだ方にお聞きします。どのような

点が気になりましたか。 （当てはまるものを全てお選びください。）

 ある

29

21.8%

 どちらかといえばある

31

23.3%
 どちらかといえばない

35

26.3%

 ない

38

28.6%

30

18

21

32

3

 学級数・生徒数

 通学距離・時間・方法

 学校施設・設備　

 部活動・行事 

 地域との関わり方
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(5) 未就学児の保護者結果

ア Q2.お子さんが通う予定の小学校名をお答えください。

イ Q3.お子さんが入学する小学校に力を入れてほしい教育内容をお聞かせください。

（最も当てはまるものを 3 つまでお選びください。）

第一小学校

7

5.0%

第二小学校

10

7.1%

第三小学校

21
15.0%

第四小学校

11

7.9%
 第五小学校　

9
6.4%

第六小学校
1

0.7% 第七小学校

3

2.1%

成木小学校

0

0.0%

河辺小学校

16

11.4%

新町小学校

16

11.4%

霞台小学校

15

10.7%

友田小学校
3

2.1%

今井小学校
6

4.3%

若草小学校
15

10.7%

藤橋小学校

1

0.7%

吹上小学校
6

4.3%

50

103

39

72

82

22

36

3

4

創造性豊かな学力を身に付けさせること

自他を大切にする豊かな人間性を養うこと

充実した生活の土台となる健やかな身体を養うこと

何事にも主体的に取り組む自主・自立の精神を養う
こと

友情をはぐくみ、協力して課題に取り組む力を育て

ること

平和で幸せな社会の形成に寄与する精神と態度を

養うこと

生命を尊び、自然や生活環境を大切にする態度を養

うこと

伝統と文化を尊重し、育ってきた地域や我が国を愛

する態度を養うこと

国際社会の平和と発展に寄与する態度を育てるこ
と

ウ Q4.学校施設に期待することをお聞かせください。 （最も当てはまるものを３つまで

お選びください。）

エ Q5.参考資料中の各小学校の学級数をご確認ください。お子さんが通う予定の小学

校の学級数に満足していますか。

134

24

55

56

33

34

4

 こどもたちが教育を受けられる施設であること

 市や地域の歴史、文化の一部であり中核的な存在であること

 地域とこどもたちとの交流ができる施設であること

 避難所など、地域の防災拠点であること

 運動場や体育館などの機能が地域に開放される施設である

こと

 地域のつながり、地域コミュニティの拠点であること

 地域のイベント等の会場の場であること

満足している

36

25.7%

どちらかというと満足

している

72

51.4%

どちらかというと

不満である

24

17.1%

不満である

8

5.7%
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オ Q6.Q5 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお

聞きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何

ですか。 （最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

カ Q7.Q5 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞き

します。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

54

29

14

7

3

29

19

29

4

3

2

児童一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受けら

れる

気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

保護者と学校の連携がとりやすい

地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を生かした

教育活動が展開しやすい

集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすい

様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすい

クラス替えができ様々な人間関係を構築できる

競争意識を持ちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやすい

学校の教職員数が多く、多くの視点から教育が受けられる

クラブ活動などの集団活動や運動会などの行事に活気がでる

24

2

1

3

0

3

2

8

1

11

1

2

児童一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受ける

ことができない
気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができな

い
運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことがで

きない

保護者と学校の連携がとりにくい

地域の協力が得られにくいため、郷土の教育資源を生かした

教育活動が展開しにくい

集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくい

様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにくい

クラス替えができず、様々な人間関係を構築できない

競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

学校の教職員数が少なく、多くの視点から教育が受けること
ができない

クラブ活動などの集団活動や運動会などの行事に活気が出

ない

その他

キ 参考資料中の各小学校の１学級当たりの児童数をご確認ください。お子さんが通う

予定の小学校の１学級の児童数に満足していますか。

ク Q9.Q8 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお聞

きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何で

すか。 (最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

満足している

32

22.9%

どちらかというと満足
している

72

51.4%

どちらかというと不満

である

28

20.0%

不満である

8

5.7%

53

28

13

8

28

38

4

2

2

 児童一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け

られる

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が多くなる

 様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすい

 競争意識を持ちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやすい

 男女比の偏りが生じにくい

 その他
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ケ Q10.Q8 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞き

します。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

コ Q11.１学年１学級が見込まれる学校などについては、統合するなどの小規模校対策は

必要だと思いますか。

29

2

6

6

5

3

4

2

2

 児童一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受ける

ことができない

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができ

ない

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことが

できない

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が少ない

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにくい

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくい

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

 男女比の偏りが生じる

 その他

 必要

26

18.6%

 どちらかというと必要

48
34.3%

 どちらかというと不要

43

30.7%

 不要

23
16.4%

サ Q12.Q11 で「必要」または「どちらかというと必要」を選んだ方お聞きします。「必要」

または「どちらかというと必要」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを２つ

までお選びください。）

シ Q13.Q11 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。小規

模校対策として、どのような状況になったら、学校の統合を検討する必要があると思い

ますか。(小学校を想定してお答えください） （考えに近いものを１つお選びください。）

44

20

13

4

12

29

13

4

 クラス替えができず人間関係が固定化する

 部活動などの集団活動や運動会などの行事に制限が出る

 学校の教職員数が少なくなる

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにくい

 コミュニケーション能力を身に付けにくい

 多様な意見や考えに触れる場面が少なくなる

 PTA活動等で、保護者の負担が大きい

 その他

 １１学級以下の（学校全

体で１学年でも単学級

の学年がある）場合は、
学校の統合を検討した

方がよい

19

26.0%

 ６学級の（全学年が単

学級）場合は、学校の統

合を検討した方よい
30

41.1%

 複式学級が見込まれ

る場合は学校の統合を
検討した方がよい

20

27.4%

 その他

4

5.5%
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ス Q14.Q11 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。学校

の統合を検討する場合に重視すべきことは何だと思いますか。 （最も当てはまるものを

２つまでお選びください。）

セ Q15.Q11 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします例えば

学校が統合されて通学距離が長くなり、徒歩で通学することが難しい場合にどのような

通学手段が必要だと思いますか。 （必要だと思うものをすべて選択してください）

ソ Q16.Q11 で「必要」または「どちらかといえば必要」を選んだ方にお聞きします。通学

（片道）にかかる時間の許容範囲についてどのように思いますか。 （問 16 で選択した通

学手段および徒歩での通学状況にてお答えください。）

19

41

4

11

0

0

学級数・児童数

通学距離・時間・方法

学校施設・設備

保護者の意向

地域住民の意向

地域間の交流状況

24

66

32

16

29

 自転車

 スクールバス

 公共バス

 電車　

 保護者の車での送迎

 ３０分程度以内 

54
74.0%

 ４５分程度以内

14

19.2%

 １時間程度以内 　

5

6.8%

 通学時間はこだわらな

い

0

0.0%

タ Q17.Q11 で「どちらかといえば不要」または「不要」を選んだ方にお聞きします。「ど

ちらかといえば不要」または「不要」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはまるものを

２つまでお選びください。）

チ Q18.Q11「どちらかといえば不要」を選んだ方にお聞きします。 小規模校対策（例え

ば学校の統合）は不要だと思われていますが、どのような状況になったら、小規模校対

策を検討する必要があると思いますか。(小学校を想定してお答えください） （考えに近

いものを１つお選びください。）

22

10

5

1

4

3

4

 児童一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け

られる

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせる

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が多くなる

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使える

 保護者と学校の連携がとりやすい

 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を生かし

た教育活動が展開しやすい

 その他

 １１学級以下の（学校全

体で１学年でも単学級

の学年がある）場合は、

学校の統合を検討した

方がよい

4
6.5%

 ６学級の（全学年が単

学級）場合は、学校の統

合を検討した方よい
6

9.7%

 複式学級が見込まれ

る場合は学校の統合を

検討した方がよい

22

35.5%

 人数によらず不要

26
41.9%

 その他

4
6.5%
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ツ Q19.小規模校として存続する場合に必要な取組は何だと思いますか。 （最も当ては

まるものを２つまでお選びください。）

テ Q20.Q19 で「特色ある学校づくり」または「特認校制度の充実・拡大」を選んだ方に

お聞きします。どのような特色を作ったり、特認校制度の充実・拡大をした方がよいと思

いますか。 （最も当てはまるものを 2 つまでお選びください。）

51

73

42

36

14

 特色ある学校づくり

 特認校制度の充実・拡大

 通学区域の見直し

 他校との合同授業・合同部活動等の充実

 地域の協力を得て、「地域で育てる」教育を図る

13

24

16

9

3

20

8

58

15

9

11

2

ICT教育

英語教育

スポーツ教育

美術・音楽等の芸術教育

理数教育

心の教育　

クラブ活動・部活動

体験を重視した多様性を伸ばす教育

特別支援教育

地域と連携した教育

小中一貫教育学校　

他の公共機関（市民センター等）との複合化施設
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（6） 青梅市内在住の 17 歳

ア Q2.あなたが通っていた小学校名をお答えください。

イ Q3.あなたが通っていた中学校名をお答えください。

第一小学校
14

7.1%

第二小学校

14
7.1%

第三小学校

25

12.7%

第四小学校

16

8.1%

第五小学校　

12
6.1%

第六小学校

7

3.6%

第七小学校

6
3.0%

成木小学校

0

0.0%

河辺小学校

10
5.1%

新町小学校

19

9.6%

霞台小学校

13

6.6%

友田小学校

4

2.0%

今井小学校

12

6.1%

若草小学校

20

10.2%

藤橋小学校

7

3.6%

吹上小学校

8

4.1%
 その他

10

　5.1%

第一中学校

20
10.2%

第二中学校

17

8.6%

第三中学校

30

15.2%

西中学校
17

8.6%

第六中学校

4
2.0%

第七中学校

2
1.0%

霞台中学校

22

11.2%吹上中学校

11

5.6%

新町中学校
22

11.2%

泉中学校

28

14.2%

その他

24

12.2%

ウ Q4.あなたが卒業した小学校の 1 学年あたりの学級数について、改めて 振り返り、満

足していますか。

エ Q5.Q4 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお聞

きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何で

すか。 （最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

満足している
116

58.9%

どちらかというと満
足している

56
28.4%

どちらかというと不満

である

20

10.2%

不満である

5

2.5%

36

87

34

7

7

36

9

48

5

2

31

3

 児童一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け

られた

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせた

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使えた

 保護者と学校の連携がとりやすかった

 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を生かし

た教育活動が展開しやすかった

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすかった

 様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすかった

 クラス替えができ様々な人間関係を構築できた

 競争意識を持ちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやす

かった

 学校の教職員数が多く、多くの視点から教育が受けられた

 クラブ活動・部活動などの集団活動や運動会などの行事に

活気がでた

 その他
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オ Q6.Q4 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞きし

ます。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

カ Q7.あなたが卒業した小学校の１学級あたりの児童数について、改めて振り返り、満

足していますか。

 満足している
112

56.9%

 どちらかというと満足

している

57
28.9%

 どちらかというと不満

である

22

11.2%

 不満である

6

3.0%

12

5

1

0

0

3

5

8

3

4

4

1

 児童一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受け

ることができなかった
 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができ

なかった
 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことが

できなかった

 保護者と学校の連携がとりにくかった

 地域の協力が得られにくいため、郷土の教育資源を生かし

た教育活動が展開しにくかった

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくかった

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにく

かった

 クラス替えができず、様々な人間関係を構築できなかった

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにく

かった

 学校の教職員数が少なく、多くの視点から教育が受けるこ
とができなかった

 クラブ活動・部活動などの集団活動や運動会などの行事に
活気が出なかった

 その他

キ Q11.Q10 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお

聞きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何

ですか。 （最も当てるはまるものを２つまでお選びください。）

ク Q12.Q10 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞

きします。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

40

79

29

18

31

53

9

28

2

 児童一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け

られた

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせた

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使えた

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が多かった

 様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすかった

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすかった

 競争意識を持ちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやす

かった

 男女比の偏りが生じにくかった

 その他

17

7

5

0

4

7

4

3

2

 児童一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受け

ることができなかった

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができ

なかった

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことが

できなかった

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が少なかった

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにく

かった

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくかった

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにく
かった

 男女比の偏りが生じた

 その他
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ケ Q10.あなたが卒業した中学校の 1 学年あたりの学級数について、改めて振り返り、満

足していますか。

コ Q11.Q10 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお

聞きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何

ですか。 （最も当てるはまるものを２つまでお選びください。）

 満足している

117

59.4%

 どちらかというと

満足している
52

26.4%

 どちらかというと不満

である
22

11.2%

 不満である
6

3.0%

32

69

21

9

1

49

8

48

7

10

29

1

3

 生徒一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け

られた

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせた

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使えた

 保護者と学校の連携がとりやすかった

 地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を生かし

た教育活動が展開しやすかった

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすかった

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けやす
かった

 クラス替えができ様々な人間関係を構築できた

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりやすかっ

た

 学校の教職員数が多く、多くの視点から教育が受けられた

 クラブ活動・部活動などの集団活動や運動会などの行事に

活気がでた

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにく
かった

 その他

サ Q12.Q10 で「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ方にお聞

きします。「どちらかというと不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。

（最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

シ Q13.あなたが卒業した中学校の１学級あたりの生徒数について、改めて振り返り、満

足していますか。

 満足している

110

55.8%

 どちらかというと満足

している

60

30.5%

 どちらかというと不満

である

21

10.7%

 不満である

6

3.0%

16

6

6

1

0

5

5

2

2

2

9

1

 生徒一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受け

ることができなかった

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができ

なかった

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことが

できなかった

 保護者と学校の連携がとりにくかった

 地域の協力が得られにくいため、郷土の教育資源を生かし

た教育活動が展開しにくかった

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくかった

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにく

かった

 クラス替えができず、様々な人間関係を構築できなかった

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにく

かった

 学校の教職員数が少なく、多くの視点から教育が受けるこ

とができなかった

 クラブ活動・部活動などの集団活動や運動会などの行事に

活気が出なかった

 その他
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ス Q14.Q13 で「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ方にお

聞きします。「満足している」または「どちらかというと満足している」を選んだ理由は何

ですか。 （最も当てはまるものを２つまでお選びください。）

セ Q14.Q13 で「不満である」または「どちらかというと不満である」を選んだ方にお聞

きします。「不満である」または「不満である」を選んだ理由は何ですか。 （最も当てはま

るものを２つまでお選びください。）

42

72

25

18

33

52

21

20

4

 生徒一人ひとりに目が届きやすく、きめ細かな教育が受け

られた

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごせた

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使えた

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が多くかった

 様々な意見や考えに触れ、多様性を身に付けやすかった

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けやすかった

 競争意識を持ちやすく、切磋琢磨する環境をつくりやす
かった

 男女比の偏りが生じにくかった

 その他

15

5

4

2

4

5

3

3

3

 生徒一人ひとりに目が届きにくく、きめ細かな教育が受け

ることができなかった

 気の知れた仲間とアットホームな環境で過ごすことができ

なかった

 運動場や体育館、特別教室などが余裕を持って使うことが

できなかった

 意見や感想を発表できる機会や活躍の機会が少なかった

 様々な意見や考えに触れにくく、多様性を身に付けにく

かった

 集団の中でコミュニケーション能力を身に付けにくかった

 競争意識を持ちにくく、切磋琢磨する環境をつくりにく

かった

 男女比の偏りが生じた

 その他

ソ Q15.小中学校生活でやってみたかったことはありますか。 （最も当てはまるものを３

つまでお選びください。）

65

87

31

32

44

12

27

21

13

20

 プログラミング教育や最先端技術を学ぶこと

 英語にもっと力を入れて学習すること

 スポーツにもっと力を入れて学習すること

 美術・音楽等芸術をもっと力を入れて学習すること

 クラブ活動・部活動にもっと積極的に取り組むこと

 小学校と中学校で一緒に様々な体験や学習をすること

 違う学年の子と一緒に様々な体験や学習をすること

 他の学校の子と一緒に様々な体験や学習をすること

 地域の方々と一緒に様々な体験や学習をすること

 学級の仲間と一緒に行うグループ学習
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(7) 青梅市在住の 18 歳以上無作為抽出

ア Q2.お住いの地域をお答えください。

イ Q3.ご自身の年代をお答えください。

青梅地区
39

22.0%

長淵地区
21

11.9%

大門地区

23

13.0%梅郷地区

13

7.3%
沢井地区

1

0.6%

小曾木地区
7

4.0%

成木地区

0
0.0%

東青梅地区
16

9.0%

新町地区

23
13.0%

河辺地区

25

14.1%

今井地区

9

5.1%

 １０代

3

1.7%

 ２０代

10

5.6%

 ３０代

27

15.3%

 ４０代

30

16.9%

 ５０代

38

21.5%

 ６０代

49

27.7%

 ７０歳以上

20

11.3%

ウ Q4.小・中学校に力を入れてほしい教育内容をお聞かせください。

（項目ごとに当てはまるものをお選びください。）

(ｱ) 創造性豊かな学力を身に付けさせること

(ｲ) 自他を大切にする豊かな人間性を養うこと

(ｳ) 充実した生活の土台となる健やかな身体を養うこと

 そう思う

126

71.2%

 ややそう

思う

39

22.0%

 どちらともいえない

9

5.1%

 あまりそう思わない
1

0.6%

 そう思わない
2

1.1%

 そう思う

143

80.8%

 ややそう思う

27

15.3%

 どちらともいえない

5

2.8%

 あまりそう思わない

0

0.0%

 そう思わない

2
1.1%

 そう思う
133

75.1%

 ややそう思う

37

20.9%

 どちらともいえない

6

3.4%

 あまりそう思わない

1

0.6%

 そう思わない

0
0.0%
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（ｴ） 何事にも主体的に取り組む自主・自立の精神を養うこと

(ｵ) 友情をはぐくみ、協力して課題に取り組む力を育てること

（ｶ） 平和で幸せな社会の形成に寄与する精神と態度を養うこと

 そう思う

115

65.0%

 ややそう思う

50

28.2%

 どちらともいえない

11

6.2%

 あまりそう思わない

0

0.0%

 そう思わない

1

0.6%

 そう思う

130

73.4%

 ややそう思う
34

19.2%

 どちらともいえない

10

5.6%

 あまりそう思わない

2

1.1%

 そう思わない

1

0.6%

 そう思う

114
64.4%

 ややそう思う

41

23.2%

 どちらともいえない
18

10.2%

 あまりそう思わない

2

1.1%

 そう思わない

2

1.1%

(ｷ) 生命を尊び、自然や生活環境を大切にする態度を養うこと

（ｸ） 伝統と文化を尊重し、育ってきた地域や我が国を愛する態度を養うこと

（ｹ） 国際社会の平和と発展に寄与する態度を育てること

 そう思う

139

78.5%

 ややそう思う
32

18.1%

 どちらともいえない

4

2.3%

 あまりそう思わない

1

0.6%

 そう思わない

1

0.6%

 そう思う
100

56.5%

 ややそう思う

49

27.7%

 どちらともいえない

22

12.4%

 あまりそう思わない

5
2.8%

 そう思わない

1

0.6%

 そう思う

101

57.1%

 ややそう思う

45

25.4%

 どちらともいえない

25
14.1%

 あまりそう思わない

4

2.3%

 そう思わない

2

1.1%
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エ Q5.小・中学校について、学校施設に期待することをお聞かせください。

（項目ごとに当てはまる数字をお選びください。）

(ｱ) こどもたちが教育を受けられる施設であること

(ｲ) 市や地域の歴史、文化の一部であり、中核的な存在であること

(ｳ) 地域とこどもたちとの交流ができる施設であること

 そう思う

166

93.8%

 ややそう思う

9

5.1%

 どちらともいえない

0

0.0%

 あまりそう思わない

0

0.0%
 そう思わない

2

1.1%

 そう思う

73

41.2%

 ややそう思う

50

28.2%

 どちらともいえない

33
18.6%

 あまりそう思わない

13

7.3%

 そう思わない

8

4.5%

 そう思う

82

46.3%

 ややそう思う

58

32.8%

 どちらともいえない
25

14.1%

 あまりそう思わない

8
4.5%

 そう思わない

4

2.3%

（ｴ) 避難所など、地域の防災拠点であること

（ｵ） 運動場や体育館などとしての機能が地域に開放される施設であること

(ｶ） 地域のつながり、地域社会コミュニティの拠点であること

 そう思う

124

70.1%

 ややそう思う

25
14.1%

 どちらともいえない
24

13.6%

 あまりそう思わない

2
1.1%

 そう思わない

2
1.1%

 そう思う
95

53.7%

 ややそう思う

44

24.9%

 どちらともいえない
27

15.3%

 あまりそう思わない

8

4.5%

 そう思わない

3

1.7%

 そう思う
70

39.5%

 ややそう思う

59

33.3%

 どちらともいえない

28

15.8%

 あまりそう思わない

15

8.5%

 そう思わない

5

2.8%
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（ｷ） 地域の行事の会場であること

オ Q6.今後ご自身と小・中学校との関わり方で、行っていきたいと思うものはあります

か。 （当てはまるものをすべてお選びください。）

そう思う

56

31.6%

ややそう思う

50

28.2%

どちらともいえ

ない

51

28.8%

あまりそう思わない

12

6.8%

そう思わない

8

4.5%

83

37

10

36

39

24

38

19

58

 登下校などこどもたちの安全をサポートすること 

 授業や学校行事へ参加、協力すること

 PTA 活動へ参加、協力すること

 町が塾などに行けないこどもたちへの支援として、休日や放

課後などに宿題などの学習支援を行うこと

 放課後の時間にこどもたちと「放課後子ども教室」にてス

ポーツや文化活動のほか、さまざまな体験活動や学習機会を

設ける支援をすること（小学校）

 クラブ活動や部活動の指導、補助を休日や放課後に行うこと

 学校と地域が連携して、地域に開かれた教育課程の中で、主

体的にこどもたちが祭りや美化活動、ボランティア活動等に

参加する支援をすること

  コミュニティスクールを設置した場合、参加し、学校運営に

ついて協議・意見すること

 特になし
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